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らでぃっしゅぼーや株式会社における業績予想の修正等に関するお知らせ 

 

当社子会社である、らでぃっしゅぼーや株式会社（株式会社大阪証券取引所JASDAQスタンダード

市場、コード番号：3146）は、本日開催した同社取締役会において、特別損失の発生ならびに業績

予想の修正を決議いたしましたので、別紙のとおりお知らせいたします。 

なお、これに伴う当社連結業績への影響は軽微であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

<本件に関する問合せ先> 

日本電信電話株式会社 ＩＲ室 

木村、會田 

TEL： 03-5205-5581 

FAX： 03-5205-5589 

会社名     日本電信電話株式会社 

代表者氏名   代表取締役社長 三浦 惺 

（コード番号９４３２ 東京・大阪・名古屋

  第一部及び福岡・札幌の各証券取引所） 



 
 
 
 
平成24年2月期通期個別業績予想数値の修正（平成23年3月1日～平成24年2月29日） 

修正の理由 

●特別損失の発生およびその内容 
 当社の固定資産に計上しているソフトウェア仮勘定の一部において、システム環境の変更やビジネス環境の変化等によ
り継続利用および開発が困難となったため78百万円の除却損を、また株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモによるＴＯＢに係る関
連諸費用67百万円をそれぞれ特別損失に計上する見込みであります。 
 
●修正の理由 
 売上高におきましては、東日本大震災の影響や、その後の福島第一原子力発電所の事故による放射能問題等により、
野菜の詰合せセット商品である定期品の売上が伸び悩んだ影響により656百万円減の22,046百万円となる見込みとなりま
した。 
 営業利益におきましては、震災の影響により上期は積極的な営業施策を抑制したため、営業経費を中心とした販売費お
よび一般管理費が抑えられた結果、33百万円増の299百万円となる見込みとなりました。 
 経常利益におきましては、同様の理由により13百万円増の319百万円となる見込みとなりました。 
 また、前述のとおり固定資産の除却に伴う特別損失等を計上するため、当期純利益は前回予想を97百万円下回る△95
百万円となる見込みであります。 
 
（注）上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後
様々な要因により予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 

以 上

平成24年3月29日
各 位 

上場会社名 らでぃっしゅぼーや株式会社

代表者 代表取締役社長 緒方 大助

（コード番号 3146）

問合せ先責任者 常務取締役管理本部長 秋田 二郎

（TEL 03-5777-8640）

特別損失の発生ならびに業績予想の修正に関するお知らせ  

 当社は、平成24年2月期決算において特別損失を計上する見込みであります。また、最近の業績動向を
踏まえ、平成24年１月10日に公表した平成24年2月期（平成23年3月1日～平成24年2月29日）の通期業績
予想を下記のとおり修正することといたしましたのでお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 22,702 265 306 2 0.33

今回修正予想(B) 22,046 299 319 △95 △14.09

増減額(B-A) △656 33 13 △97

増減率(%) △2.9 12.6 4.3 ―

（ご参考）前期実績 
（平成23年2月期）

22,014 261 294 82 11.95
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